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豊
山
小
学
校
で
は
、
今
年
度
、
愛
知
県
教
育

委
員
会
か
ら
委
託
を
受
け
、﹁
地
域
に
学
び
・
語

り
継
ぐ 

キ
ャ
リ
ア
教
育
﹂
推
進
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
は
、﹁
一
人
一
人

の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
、
必
要
な
基

盤
と
な
る
能
力
や
態
度
を
育
て
る
こ
と
を
通
し

て
、
キ
ャ
リ
ア
発
達
を
促
す
教
育
﹂
で
す
。
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
職
業
の
方
か
ら
学

ぶ
こ
と
の
ほ
か
、
航
空
産
業
の
ま
ち
、
豊
山
町

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、

次
の
よ
う
な
体
験
活
動
や
講
演
会
を
企
画
・
実

施
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
、﹁
社
会
人
に
学
ぶ
﹂
と
称
し
て
警
察

官
・
救
急
救
命
士
・
理
容
師
・
調
理
師
の
方
か

ら
、
そ
の
職
業
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
学
び
ま
し

た
。
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
い

た
だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
そ
の
仕
事
を
選
ん
だ
の

か
、
仕
事
の
や
り
が
い
や
苦
労
は
何
か
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
中
に
は
、
簡
単
な
体
験
活
動
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
愛
知
県
防
災
航
空
隊
の
見
学
で
す
。

隊
員
の
方
に
仕
事
の
様
子
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

い
た
り
、
救
助
に
使
用
す
る
機
材
や
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
中
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。

防
災
航
空
隊
は
、
県
営
名
古
屋
空
港
内
に
あ
る

と
は
い
え
、
個
人
で
自
由
に
見
学
で
き
る
場
所

で
は
な
く
、
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
職
員
に
よ
る
講
演
会
で

す
。
前
述
の
二
つ
は
六
年
生
だ
け
の
体
験
で
し

た
が
、
講
演
会
は
低
学
年
と
高
学
年
に
分
か
れ
、

全
児
童
が
聞
き
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ

ッ
ト
の
実
験
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
宇
宙

に
関
す
る
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま

し
た
。
途
中
、
科
学
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
も
あ

り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
予
定
の
時
間
が
過
ぎ
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
体
験
活
動
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

目
標
の
一
つ
で
あ
る
﹁
夢
や
希
望
を
は
ぐ
く
み
、

憧
れ
の
気
持
ち
を
も
っ
て
、
自
分
の
将
来
を
考

え
る
﹂
こ
と
へ
の
一
歩
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
学
校
の
教
育
活
動

全
体
を
通
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
二
十
八
年
、
従
業
員
二
百
名

で
小
牧
工
場
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ

の
頃
、
社
員
は
ほ
と
ん
ど
会
社
の
貸

切
バ
ス
で
通
勤
し
て
い
た
。
バ
ス
が

滑
走
路
南
端
を
通
る
と
き
、
離
発
着

の
飛
行
機
が
あ
る
と
、
警
報
灯
が
灯

き
ブ
ザ
ー
が
鳴
っ
て
遮
断
機
が
下
り
、

一
時
停
車
を
さ
せ
ら
れ
る﹁
空
の
踏
切
﹂

が
あ
っ
た
。
小
牧
基
地
は
そ
の
後
三

次
に
わ
た
る
拡
張
の
後
、
日
米
講
和

条
約
の
成
立
に
よ
り
昭
和
三
十
三
年

九
月
、
日
本
に
返
還
さ
れ
た
。
そ
の

後
も
飛
行
機
の
高
速
化
、
大
型
化
に

伴
い
滑
走
路
の
延
長
が
行
わ
れ
、
周

辺
の
地
域
か
ら
基
地
拡
張
反
対
闘
争

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
米
第
五
空

軍
が
府
中
に
移
り
、
昭
和
三
十
四
年

五
月
に
航
空
自
衛
隊
第
三
航
空
団
の

基
地
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

  

こ
の
時
点
で
自
衛
隊
と
民
間
航
空
側

の
運
輸
省
と
の
綱
引
き
が
始
ま
っ
た
。

昭
和
三
十
五
年
四
月
に
は﹁
小
牧
飛
行

場
﹂か
ら﹁
名
古
屋
空
港
﹂と
改
称
さ
れ
、

名
古
屋
の
官
財
界
を
中
心
に
国
際
民

間
空
港
を
目
指
し
て
活
発
な
運
動
が

始
ま
り
、
大
蔵
省
の
調
整
に
よ
っ
て

昭
和
三
十
七
年
八
月
、
民
間
と
防
衛

庁
と
の
共
同
飛
行
場
と
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
滑
走
路
を
挟
ん
で
東
側

が
防
衛
庁
、
西
側
を
民
間
で
使
用
す

る
こ
と
に
な
り
、
現
在
の
姿
に
な
っ
た
。

三
菱
で
は
Ｙ
Ｓ
‐
一
一
や
Ｍ
Ｕ
‐
二

な
ど
新
し
く
開
発
さ
れ
た
民
間
機
や

Ｔ
‐
二
、
Ｆ
‐
一
、
Ｆ
‐
四
、
Ｆ
‐

一
五
そ
し
て
Ｆ
‐
二
と
い
う
自
衛
隊

戦
闘
機
も
こ
こ
か
ら
飛
び
立
っ
て
い

っ
た
。
特
に
戦
後
日
本
で
初
め
て
音

速
を
超
え
た
Ｔ
‐
二
高
等
練
習
機
、

こ
れ
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
操

縦
方
法
を
取
り
入
れ
た
Ｃ
Ｃ
Ｖ
研
究

機
の
初
飛
行
な
ど
忘
れ
が
た
い
印
象

的
な
も
の
で
あ
り
、
名
古
屋
空
港
は

戦
後
日
本
航
空
機
工
業
の
晴
れ
舞
台

と
な
っ
て
い
っ
た
。
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﹂


